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〈論文〉

植民地時代末期テハスにおける独立運動

一グティエレスの反乱を中心に (1812～ 1813年)一
*

二 瓶 マリ子

はじめに

メキシコー米国間のヒトの移動がますます激化する今日、両国にまたが

る境界地域の歴史的形成過程を明らかにすることへの関心が高まっている

(古矢 2002:91)。 この境界地域のなかでもテハスは、18～ 19世紀半ばに

かけて、その領有をめぐる対立が絶えなかった地域である。副王領期テハ

スにおいて、境界をめぐリスペインと諸外国との関係が緊迫した時期は二

度存在する:一度目はフランス侵略の危機に直面した18世紀初期 (Cruz

1988:52-54)、 三度目は米国侵略の可能性が出てきた、ルイジアナ買収

(1803年 )以降メキシヨ独立運動期にかけてである。本稿は後者の植民地

期末期テハスに焦点を絞り、そこで起きたメキシコ独立運動と、これに付

随して発生したメキシコー米国間境界対立の展開過程を明らかにする。

宗主国とヌエバ 。エスパーニヤとの関係に焦点をあてたメキシコ独立運

動研究は、数多く存在する (Anna 1978;1987;Brading 1970:Guedea

2000;Hamnett 1986:1997:Ladd 1976;Rodriguez O。  1975:1998;

2000;Van Young 2001:Vizquez 2008;Villoro 1967)D。 これらの研究

は、天然資源に恵まれた副王領中央部での運動に焦点をあてるいっぼう、

辺境地テハスでの運動を射程に入れることは少ない。植民地期テハスは、

スペイン本国の歳入源となる天然資源が見つからず、入植も進まなかっ



140         植民地時代末期テハスにおける独立運動

たか。そのため多くの先行研究者は、メキシコ国家形成過程のスタート地

点として理解されうる独立運動に、テハスが果たした役割は少なかったと

みなすようだ。しかし、テハスは当時、「野蛮なインディオ (indios

barbarOs)」 や諸外国勢力 (主に米国とフランス)が内陸部に侵略するの

を防ぐ緩衝地帯として、軍事的役割を担っていた。この点に着目すると、

テハスの重要性が浮き彫りになろう。ヌエバ・エスパーニャにおけるスペ

イン支配体制がいよいよ弱体化し、独立運動が始動すると、この境界地域

では、ホセ。ベルナルド・マキシミリアーノ・グティエレス・デ・ララ

(」os6 Bernardo Maximniano GutiOrrez de Lara)が米国人義勇兵と「野蛮

なインディオ」を味方につけて、独立運動を起こした (1812～ 13年 )。 こ

のさい、メキシコが近い将来テハスを喪失することを予期するような事態

が発生したのである。

グティエレスの運動を論じた先行研究は、おおきくふたつに分けられ

る。第一は、地方史家によるもので、ヌエバ 。エスパーニャと米国両方の

史料に基づき、米国政府はグテイエレスの反舌Lを支援することで、テハス

併合を目論んでいた、という前提に立つものである (Almariz 1971:

Castaieda 1976;Faulk 1964;Garrett 1939;Hatcher 1927;Henderson

1951:」arratt 1949;Narrett 2002;Owsley Jro and Smith 1997;Poyo

1996;Vigness 1965;Warren 1943)。 これらの研究の多くは、米国人研究

者によるものであるためか、米国人が中心となって反乱軍を統率した、と

主張している
9。 グテイエレスを米国政府の愧儡とみなし、非主体的に描

く傾向があるのである。しかしグテイエレスは、メキシコの独立を目指す

主体的な人物であった。本稿ではまず、この点を明らかにしたい。

第二の先行研究は、スタッグによる外交史で、米国政府の公文書のみに

依拠し、米国政府や政府関係者がグテイエレスの反舌Lを公式に支援した証

拠は無い、とするものである。。彼によると、当時英国と対戦していた米

国政府にとっては両フロリダの獲得が優先課題であったため、テハスでの

反乱を支援し、その領土を併合しようとする意図や余裕は無かったという
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(Stagg 2002:479-480)。 しかしこの時期、米国政府は、スベイン領植民

地の独立運動を好意的に捉え、各地の反乱軍リーダーと接触を持っていた

(Manning 1925 vol.I:11;West 1929 vol.1:71)い 。また、ヌエバ・エス

パーニャおよび米国の公文書からわかるように、米国政府は、グティエレ

スの反乱に加わろうとする米国人義勇兵の行動に干渉しなかった0。 さら

に、このような米国政府の態度を受けて、駐米スペイン大使ルイス・デ。

オニス (Luis de Onis)を はじめとする官僚は、米国が反乱軍を助けてテ

ハスを混乱に陥れ、リオ・グランデ (Rio Grande)ま での領土を併合しよ

うとしている、と認識していた (Manning 1925 vol.IⅡ :1895-1904;

Hernandez y Davalos 1877-1882 vol.Ⅳ :145-156)つ。これらの点を踏まえ

ると、米国の史料のみに依拠するスタッグの論には疑間が残る。反乱軍の

約半分を米国人義勇兵が占めたグティエレスの反乱を考える場合、外交関

係ではなく、グティエレスの周囲の米国人が実際にどのような行動をとっ

たのかが重要なのである。本稿はこの点に配慮し、グティエレスの反舌Lの

展開過程を明らかにする。また本稿では、先行研究で論じられることの少

ない「野蛮なインディオ」と反乱との関わりについても、数少ない史料に

基づき可能な限り配慮したい。

1 19世紀初期テハスの状況め

はじめに述べたように、植民地期、ヌエバ 0エスパーニャ最北東部に位

置したテハスは、緩衝地帯としての役割を担っていた。フランス侵略の可

能性が高まった18世紀初期、スペイン政府は、辺境地テハス地方への入植

政策を本格的に開始した。移民の多くはカナリア諸島出身者 (Isreios)

とトラスカラ人であったが、特にカナリア諸島出身者は、何世代にもわ

たって参事会 (cabnd。)の役人を務めており、地域行政における中心的

役割を果たしていた (de la Taa 1995:Chapter 7)。 一方、テハス地方全

体の行政を司ったのは、サン・フェルナンド・デ・ベハル (San Fer‐

nando de Bё xar、 当時のテハスの都)在住のペニンスラールの総督 (gov‐
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ernador)で あった。当然ながら、クリオーヨである参事会の役人と総督

との間には、明確な差が存在した。前者は、地域の住民と連帯し、地域に

根差した行政をすることが求められる一方で、後者は、地域の住民と一定

の距離を保ち、常にスペイン国王や副王に忠実であることが求められたの

である (Cruz 1988:131-132)。

18～ 19世紀にかけて、テハスには村 (宙1la)力れ くヽつか点在するだけで

あり、これら以外の領土は「野蛮なインディオ」が支配する荒野であつ

た。1809年の時点における主要な村の人口は、サン・フェルナンド・デ・

ベハル1700人、ナコグ ドーチェス (Nacogdoches)655人、ラ・バイーア

(La Bahia)405人 であり、合計3122人であった (BensOn 1968:611)。

テハスには当時、野生の牛や馬が多く生息しており、大半のテハーノ

(teianOs、 テハス住民の意)は牧畜業を営んでいた。いっぽう、金や銀と

いったスペイン本国の資金源となる天然資源はなく、農業もままならな

かった。他の地域の住民と比べると、テハーノは極めて貧しく、スペイン

から副王領内陸部を通過して持ち込まれるさまざまな生活必需品を入手す

ることができなかった (Resendez 2004:96)。 そのため彼らは、ルイジア

ナの外国人商人や「野蛮なインデイオ」と非合法取引をすることで、生活

必需品を手に入れていた。ルイジアナ買収以降、スペイン人役人は米国人

が侵略してくることを警戒し始めたため、テハーノの間で行われている非

合法取引の取り締まりを強化していった。しかし、役人ら自身は非合法取

引をやめなかったため、テハーノの間ではスペイン人役人に対する反感が

強まっていったようだ (Poy0 1995:19,22)。

テハスは、軍事・防衛の面でも大きな困難を抱えていた。「野蛮なイン

デイオ」や諸外国勢力からテハスを防衛するための十分な資金は常に不足

し、サン・フェルナンド・デ・ベハル部隊は何年にもわたって旧式の武器

を使いまわす状態であった。また、兵役についても報酬は極めて少ないた

め、脱走する者が後を絶たなかった (Moorhead 1975:161)。 このような

状態であるから、見返りが少ないのにも関わらずテハスの防衛を主張する
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スペイン人役人に対 し、不信感を抱 く兵隊も少なくなかった。のちに出て

くるグテイエレスの片腕メンチヤカ (Menchaca)も、このような兵隊の

一人であつた。

ルイジアナ買収以降、米国政府がテハスに強い関心を抱いているのは明

らかであった。ジェフアソン大統領は、ルイス=ク ラーク探検隊 (1804-

1806)や レッドリバ‐探検隊 (1806)を 支援し、西部の探索を進めた。同

時に、牛や馬を求めてテハスに不法侵入する米国人商人の数も年々増加し

た。これを危険視した東内陸諸地方 (PrOvincias lnternas de Oriente)総

司令官 (Comandante General)は、テハスールイジアナ境界に位置する

リオ・サビーナス (RIo Sabinas)に 警備隊を派遣した。すると米国政府

も警戒して軍を派遣し、1806年秋、両者は軍事衝突する寸前になった。し

かし、両軍の間では、リオ・サビーナスとアロヨ。オンド (Arroyo

Hondo)に 囲まれた地域をスペイン・米国両政府が不干渉の地域ニュート

ラル・グラウンド (Neutral Ground)にする、という協定が結ばれたた

め、和解が成立した (Almariz 1871:18)。 その後、ニユートラル・グラ

ウンドは、副王領や米国から脱走兵や逃亡奴隷、犯罪者などが集まる無法

地帯となった。彼らは、テハスールイジアナ間を行き来する商人を襲った

りして生計を立てていた (Garrett 1945 1 549;Haggard 1945:1001-

1128)。

Ⅱ 独立運動準備過程
米国は、ヌエバ・エスパーニヤで独立運動が始まって以降も、テハスに

対する関心を抱き続けた (HamntOn 1969 vol.V:123-124)9。 その一方

で、ミゲル・イダルゴ。イ・コステイーヤ (Miguel Hidalgo y Costilla)

をはじめとするヌエバ 。エスパーニヤの反舌L軍リーダーも、テハスを重要

な活動拠点とみなしていた。彼らは十分な資金や武器を持たないため、テ

ハスにおいて米国からの援助を取り付けて軍を立て直し、内陸部に再度進

撃しようと考えていたのである (Alessio Robles 1978:639;Manning
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1925 vol.III:1594;Zorrilla 1995 vol.1 :36)。

この頃、東内陸諸地方 (PrOvincias lntemas de Oriente)全 体に独立運

動を普及させる活動をおこなっていたのが、グテイエレスである。彼の祖

父は、1750年代、レビーヤ (Revilla Nuevo Santander)への入植政策が

始まったとき、そこに入植してきたクリオーヨである。父の代からは、リ

オ・グランデ付近に7000エーカーの土地を所有することになり、教会法や

市民法をモンテレイで学んだ長男は、レビーヤの聖職者となった。一方、

次男のグテイエレスは一家の土地を継ぎ、鍛冶屋および商業を営む大地主

となった (de la carza 1939:6;Milligan 2010:19)。 反乱軍が内陸部か

ら北上してくると、グテイエレスはイダルゴに接触し、ワシントンで米国

政府の援助を取 り付けて来る任務を引き受けた
。。その後イダルゴ軍は二

党軍に捕まってしまうが、グテイエレスは無事ワシントンに向かう準備を

整え、仲間とキヤラバンを組み、1811年 8月 、レビーヤを出発 した

(GutiOrrez de Lara 1921:6;Milligan 2010:26;Warren 1943:4)。

テハスを通過してルイジアナに向かう途中、一行は三党軍に捕まらない

ために、「野蛮なインディオ」が支配する領土を通ってルイジアナに向

かった。タワカノ族 (TahuacanOs)の 居住区を通過したさい、グテイエ

レスの片腕でサン・フェルナンド・デ・ベハル部隊の脱走兵メンチャカ

は、次のように言ったという。「これからイギリス系アメリカ人 (Ameri‐

canos Yngleses)を 連れてきて、ここの都を襲うつもりだ。 (中略)も し

反乱に加わるならば、銃や火薬を支給する。」。これを聞いたタワカノ族

は、コマンチェ族 (Comanches)お よびタワヤセ族 (Tahuayases)と 会

談した。そして、コマンチェ族長オソバヨ (Osobayo)が リーダーとな

り、サン 0フ ェルナンド・デ・ベハルを襲撃する計画が立てられた。

その間、グテイエレスらは、ニュートラル・グラウンドを通り、ナキ

トッシュ (Natchitoches)に到着した。ここでグティエレスは、米国政府

が派遣した連邦政府先住民政策担当官 (Indian Agent)ジ ョン・シプリー

(John Sibley)と 面会し、陸軍長官ウイリアム・ユーステイス (William
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Eustis)へ の紹介状をもらった (Smith 1991:183)。 その後、グティエ レ

スがワシントンに向かうあいだ、メンチャカはニュートラル・グラウンド

で米国人義勇兵を味方につけて、サン。フェルナンド・デ・ベハルに進撃

することとなった。グティエレスはこう述べている。「サン・フェルナン

ド・デ・ベハルの部隊は、メンチャカに加わることを待ち望んでいる。な

ぜなら彼は、兵士全員を訓練した経験を持つ熟練の兵士であり、ほとんど

の者から尊敬されているからである (Gutierrez de Lara 1921:8)」 。こ

うしてメンチャカは、ニュートラル 0グラウンドからテハスに侵略しよう

とするのだが、その途中で王党軍に捉えられ、この計画は頓挫した。一方

グティエレスは、ニューオリンズでルイジアナ州知事ウィリアム・クレイ

ボーン (William claiborne)と 面会したあと、ナッチェス道 (Natches

Trace)を通 り、1811年 12月 H日、ワシントンに到着した。(Castaieda

197Q vol.VI: 2 ;Jarratt 1949: l l Martinez 1967: 7 ;West 1928 vol.

I: pp.58,69)。

翌日からグティエレスは、米国政府からの援助を求めてユーステイスと

会談した。グティエレスの独立運動回顧録によると、この交渉で彼は 2つ

の問題に直面したようである。第一の問題は、スペインと米国が中立条約

を締結している点であった。このため米国政府は、公式にグティエレスを

援助することはできない、と伝えたのである。しかしグテイエレスは、以

下の理由をもとに、米国からの援助の必要性を訴えた。

① メキシヨの独立を支援すれば、将来、メキシヨとの貿易を通じて米
国の経済は発展する。

② 同じ土を踏む仲間であるため、メキシヨの問題を米国の問題として
捉えるべきだ。

③ もし、ヨーロッパのいずれかの国がメキシコを支配することになっ
た場合、米国にも悪影響が及ぶ。

これらの主張を受けて、米国政府は支援を引き受け、10万丁の銃を近い

将来テハス近くの港に届けることになったという (Guti6rrez de Lara
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1921:10)。 ただし、筆者の手元にある史料を検討する限り、米国政府が

この計画を予定通り実行したかどうかは、不明である。グテイエレスが

1811年当時つけていた日記に基づくと、数日間に及ぶ交渉の末、米国政府

から公式な支援を取り付けることはできなかったと記されている (West

1928 vol.1:72-73)。 そのため最終的にこの計画は、実行されなかった可

能性もある。

第二の問題は、テハスールイジアナ間の境界についてであった。グテイ

エレスは、こう記している。「米国政府は、私にもう一つ大変困難な問題

を突きつけてきた。彼らは、私が到着する以前に、ルイジアナ境界地域を

占有するつもりだったというのである。米国政府は、フランスが先にマタ

ゴルダ (Matagorda)港を発見したことを記す史料を見つけた。したがつ

てルイジアナの境界は、リオ・グランデまで拡張されなければならない

し、米国政府はそこまでの領土を占有する権利があるのだという」。グ

ティエレスがこの要求を拒絶すると、米国政府は新たな計画を申し出た。

それは、ケンタッキーとテネシーで集めた 1万 5千人の義勇兵を、テハス

ールイジアナ境界ではなくリオ・グランデまで派遣し、そこから内陸部の

反乱軍を助ける、という計画であった。これに対しグテイエレスは、彼が

最高指揮官となり、彼の司令に絶対服従するのであれば、その計画を引き

受ける、と答えた。すると米国政府は「沈黙し、この件に関してさらに言

及してくることは無かった (GutiOrrez de Lara 1921:11)」 。グテイエレ

スは、米国政府からの援助を受けることには積極的であったものの、その

見返りとしてテハスを米国に譲ることは、全く考えていなかったようだ。

米国政府との交渉を終えた後、グテイエレスはしばらくワシントンに滞

在し、ナポレオンのスパイや、米国からの援助を求めておなじくワシント

ンを訪れていたスペイン領アメリカのリーダーたちと交流した。なかでも

特に彼が親睦を深めたのは、キューバ生まれのホセ・アルバレス・デ・ト

レド (Jos6 Alvarez de Toledo)で あった②。トレドは1810年、サント・

ドミンゴの代表としてカディスに赴いたさい、スペイン領アメリカ全体の
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独立を主張したため、1811年以降、フイラデルフイアで亡命生活を送って

いた。彼はフイラデルフィアで発行された新聞で、次のように主張してい

る。「私は、コロンが発見した大陸および島々、全ての完全なる独立と自

由を切望している。私はアメリ分ズである。幸福と栄光に満ちた再碇整に

貢献することができるのならば、喜んで血を流そうではないか」。トレド

の信念に感銘を受けたグテイエレスは、彼と協力して副王領の独立を達成

しようと考えた。一方トレドは当時、モンローからの協力を得ることがで

きたため、キューバで独立運動を起こす予定であった。しかし、理由は定

かではないがキューバでの計画は中断し、 トレドはグテイエレスの反乱に

協力することを決意した (West 1928 vd.I:75;Warren 1940:56-58,

64:Benson 1960 1 14-15)。

二人は独立運動の計画を練るため、ワシントンを後にし、フイラデル

フィアに向かった。当時そこには、独立を望むスペイン領植民地各地の

リーダーが集まっていたが、とくに、スペインとの通商に興味を持ってい

たアイラ・アレン (Ira Allen)の 自宅は、独立を目指すクリオーヨの亡命

者を受け入れていたため、彼らが頻繁に会談する場所となっていた。グ

ティエレスとトレドも、アレンの家で、メキシコの独立に向けた計画を

練った。その結果、グテイエレスはルイジアナで義勇兵を募リテハスに進

撃するあいだ、トレドはフイラデルフイアでそれを後押しすることが決

まった。こうして1812年 2月 、グテイエレスは船に乗り、ルイジアナに向

けて出発した (West 1929 volo Ⅱ :283-285:Milligan 2010:40)。

Ⅲ グティエレス・マギー遠征隊結成
グティエレスカシレイジアナに向かうあいだ、ニユーオリンズのスペイン

人領事デイエゴ・モルフイ (Diego Morphy)は 、テハス総督マヌエル・

デ・サルセード (Manuel de Salcedo)に 対し、「米国が派遣したある人物

が、反乱軍が必要とする武器や弾薬を集めて、ナキトッシユに向かう準備

をしている」、と報告している
。。この連絡をうけてサルセード総督は、
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ナコグドーチェスの外国人不法滞在者や、ニュー トラル・グラウンドに住

む盗賊の取り締まり、テハスールイジアナ間の人や郵便物の移動の禁止と

いった対策を試みた。しかし他の地域でも反舌Lが続いていたため、テハス

王党軍は、兵士や馬、武器、食糧、資金を十分に有しておらず、それらの

対策を徹底して行うことはできなかったり。

加えてこの時期、テハス王党軍は、「野蛮なインディオ」からの襲撃に

も頭を抱えていた。18世紀後期以降、テハス総督は、友好関係を維持する

ため、彼らに対して馬や銃、弾薬といった物品を供与していたが、1810年

以降財政が逼迫すると、その政策を継続することは不可能になった

(Hamal駈 nen 2008:141-180)。 こうして物品を得ることができない「野蛮

なインディオ」は、スペイン政府に対する反感を強め、テハーノを襲撃し

たり。また、米国の存在も、「野蛮なインディオ」の反スペイン感情を助

長することとなった。1803年以降、領土拡大を望む米国政府は、テハスー

ルイジアナ境界地域に住むインディオと友好関係を結ぶことを重視し始

め、1805年には、ナキトッシュに連邦政府先住民政策担当官シブリーを派

遣した。彼の目的は、ナキトッシューナコグドーチェスー帯で一番有力な

カド族 (Caddos)と の友好関係を築き、彼らとスペイン政府との関わり

を絶つことであった。この目的を達成するために、シブリーは、スペイン

政府の贈り物に、質・量ともに勝る物品 (銃や食器、火薬、資金)を供与

したり、それらを毛皮と交換したりした。すると、米国人と交易するほう

がスペイン人とのそれよりも有益であったため、カド族や、彼らと友好関

係を持つ他の「野蛮なインディオ」は、次第に、米国政府との友好関係を

重視するようになった (Sibley 1922:54,55,67;Smith 1991:177-204)。

この状況のなか独立運動が発生したので、「野蛮なインディオ」が反乱軍

と米国人義勇兵とともに、サン・フェルナンド・デ・ベハルを襲撃するの

ではないか、という王党派の不安は募るばかりであった。。

この懸念は、1812年 4月 、ウイリアム 0シェラー (William shaler)と

グティエレスがナキトッシュに到着すると、次第に現実のものとなって
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いった。シェラーは1802年、リチャー ド・クリーブラン ド (Richard

Cleveland)と ともに、スペイン領植民地と貿易するために、アメリカ大

陸の大平洋沿岸を航海した。チリのパルバライソに寄港したさいには、ス

ペインに不満を抱くクリオーヨと出会い、植民地の独立が繁栄をもたらす

ことを主張し、スペイン語に翻訳された米国独立宣言を配布したと言われ

ている (Whitaker 1964:14)。 それから10年後、スペイン領アメリカに関

する知識を持ったシェラーは、連邦政府特別代理人 (Special Agent)と

して米国政府からルイジアナに派遣された。彼の目的は、ヌエバ 。エス

パーニャとの善隣友好関係を築くとともに、独立運動の進捗状況をワシン

トンに知らせることであった0。 はじめに述べた通 り、彼がグテイエレス

の反乱を支援したか否かをめぐっては、スタッグと彼以外の先行研究者の

間で意見が分かれる。米国政府の外交史料を検討する限り、スタッグの言

うとおり、シェラーが公式にグテイエレスを支援したと断言することはで

きないが、反乱に関わっていたことは明らかである。なぜならば、シェ

ラーは、グティエレスがニューオリンズからナキトッシュに向かうさい、

彼に同行してその旅費を負担したり、別の機会には、米国人義勇兵に対す

る声明文をグティエレスが執筆するのを手伝った りしているからであ

る0。 また、グティエレスや トレドは、シェラーを「大佐」と呼び、反乱

軍の状況を知らせているD。 さらにはシェラーが、グティエレスの助言者

として活動していたことを示唆する史料が残っている
狗。

グティエレスと一緒に遠征隊を率いたのは、ウイリアム・マギー (Wil―

liam Magee)で あった。米国陸軍将校であったマギーは、テハスの併合

を望んでいたため、陸軍を辞めてグティエレスに加わ り、北部共和軍

(Republican Army of the North)を 結成した。そして彼らは、1812年 4

月から7月 にかけて、武器や火薬、兵隊を集めて遠征の準備をすすめた。

グティエレスがテハーノや王党軍脱走兵、「野蛮なインディオ」の義勇兵

を募るあいだ、マギーは、ニュートラル・グラウンドに住む無法者や、ミ

シシッピ、ケンタッキーなどから来た米国人を集めた (Chipman 1999:
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39)21)。

遠征隊の人数は時期にもよるが、米国人約300～500人、テハーノ約500

人、「野蛮なインディオ」約300人といわれている
場。当時のテハス全体の

人口は3000人程度であったから、遠征軍の規模は大きかったことが分か

る。義勇兵への報酬は1ケ月40ドルで、独立が達成されればテハスの土地

1レグワが与えられることが約束された (Vigness 1965:10;Haggard

1945:38-39)。 米国人を対象とした北部共和軍遠征隊入隊規定には、以下

のように記されている。

私たちは、スペイン領に住む共和主義者の同胞を助けるために団結

しなければならない。彼らは、サビーン川の西 (米国領土の外)に集

まり、そこで戦闘の準備をし、反乱に加わるように、これまで幾度と

なく要請してきている。彼らは、各地域の勇敢で気高い住民を、独裁

と圧政の鎖でがんじがらめにしている独裁者たちに抵抗して、権利と

自由を獲得するために闘っているのである。

私たちは、その要請に従い、彼らを隷属の状態から解放すべく救い

の手を差しのべ、独裁を絶ち切り、共和制システムを確立することを

望んでいる。それゆえ私たちは、サビーン川の西側に自発的に集ま

り、上記した目的のために戦うことに同意する (括弧内原文)2め。

ここでは当時、公式に反乱軍を支援することができない米国政府の状況

をうけてか、ニユートラル・グラウンドに自主的に集まるように述べられ

ている。また、この規定をみる限り、米国人義勇兵の目的は、ヌエバ 。エ

スパーニャの独立と、共和制システム導入の手助けをすることであつた。

しかし後ほど本稿で明らかになるように、実際には、米国人義勇兵がテハ

ス併合の可能性を視野に入れていたことは、否定できない。

ナキトッシュで遠征隊の準備が進む間、テハス王党派は「野蛮なイン

デイオ」に援軍を要請するため、カド族のもとを訪ねた。しかしシブリー
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は、スペインおよび米国と中立な立場を守り、反乱には加わらないよう、

カド族長に懇願していたため、カド族長はテハス王党軍の要請を断った。

さらにカド族長は、コマンチェ族をはじめとする他の部族を、反乱軍には

加わらないように説得した
20。 そのためオソバヨ率いるインデイオは、グ

ティエレスの反乱には加わらなかったようである。結局遠征隊は、予想し

たほど多くのインデイオからの助けを借りることができなかった
劉。

Ⅳ 遠征隊と王党軍の対立

反乱を支援しようとする米国人は、次々とナキトッシユに集まり、そこ

からニュートラル・グラウンドに向かった
%)。 モルフィは、この状況に危

機を感じてクレイボーン知事に何度も抗議するが、効果は無かった
初。ク

レイボーン知事は、米国人がグテイエレス率いる反乱に協力することは違

法だとする声明を出すも、ナキトッシユに集まってくる米国人を取り締ま

ることはなかったのである (Castaieda 1976,vol.VI:80)。 そのため、彼

らは次々とテハス入りした遠征隊に加わっていった。遠征隊侵略の危機を

目前に、サルセード総督はテハス王党軍に対して、フェルナンド7世への

忠誠を呼び掛けている。「私たちの真の幸福は、カトリックを信奉する現

在の政府にある。この名誉ある土地には、私たちの兄弟であるヨーロッパ

人の流した血が埋まっている。あなたたちの自由と幸福は、独立すること

ではない。独立が、自由と幸せを剥奪するのだ
20」。

サルセード総督の訴えも空しく、グテイエレス・マギー遠征隊がナコグ

ドーチェスに入ると、テハーノは何の抵抗もせずに降服してしまった。ナ

コグドーチェスの王党軍を率いていたベルナルデイーノ。モンテーロ

(Bernardino Montero)は 、こう伝えている。「兵士たちは敵に誘惑され

ていて、私の命令を開かなかった。彼らに太刀打ちできず、命からがらト

リニダーに逃れてきた劉」。この報告を受けてサルセード総督は、「無知で

師されやすい住民は、反乱軍の誘惑に負けてしまう。アングロ系アメリカ

人は、悪さをするのではなく、独立を助けるためだといってテハスに入っ
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てきた。(中略)そういう口実を使って、彼らは、少しずつ私たちの地方

を略奪していくつもりなのだ30」 と述べている。これが24年後に現実のも

のとなることを、果たしてどれだけのテハーノが予期していたのだろう

か。

モンテーロ率いる王党軍が トリニダーに逃れてきたとき、そこにいた王

党軍は合計38人であった。ここに、 1000人 もの遠征隊が押 し寄せてきたの

だから、工党軍はひとたまりもなかった。ナコグ ドーチェスを制圧 したグ

ティエレスは、他の村の住民に対し、以下のように呼びかけている。「親

愛なるメキシヨ王国 (Reyno Mexicano)の 住民たちよ。 (中略)あ なたた

ちを助けるために、陸や海を越えて強力な援助がこちらに向かってきてい

る。もう、外国人に支配されるようなおぞましい日々には戻らないであろ

う"」。このときすでに、「野蛮なインディオ」や脱走兵は、米国人義勇兵

を味方につけた大規模な反乱軍が侵略してくる、という知らせをテハス全

体に広めていた
30。 この知らせを受け取ったテハーノは、武力にも資金に

も恵まれないテハス王党軍が勝つとは思えなかったであろう。

遠征隊がトリニダーに入ると、ここでも彼らは無抵抗のまま受け入れら

れた。その後、彼らはラ・バイーアに進撃するが、そこではサルセード総

督率いる王党軍が待ち伏せしていたため、遠征隊は包囲攻撃を受けた。こ

の包囲攻撃は、1812年 11月 から1813年 2月 まで続く長期戦となり、この

間、マギー大佐は病死した
30。 王党軍と反乱軍は接戦を繰り返すも、副王

や近隣の地方から十分な援軍を調達することができなかったサルセード軍

が最終的に敗退し、彼らはサン・フェルナンド・デ・ベハルに逃れた3つ。

そして1813年 4月 2日 、遠征隊はサン・フェルナンド・デ・ベハルを制し

た。その数日後、サルセードをはじめとする王党軍リーダーは殺害され、

4月 6日 、グテイエレスはメキシコの独立を宣言した。「正義、理性、自

由の部隊が勝利した。テハスの都にメキシヨ独立の旗が掲げられた。全て

の人が投票権と発言権を持つ日が来たのである3D」。この独立宣言は、モ

レーロス (Jos6 Marfa Morelos y Pav6n)が 起草した独立宣言「国民の自
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覚」 (“Sentimientos de la Naci6n"1813年 9月 14日 )よ りも早く、ヌエバ・

エスパーニャ初の宣言であった。

シェラーをはじめ、遠征隊に加わった米国人義勇兵の多 くは、グティエ

レスが独断でサルセー ドをはじめとする役人を殺害したことや、テハスの

独立を宣言したことに対して不満であった。そのためシェラーは、 トレド
を反乱軍の新たなリーダーに推薦すると、 トレドはサン・フェルナンド・

デ 0ベハルの遠征隊に加わり、グテイエレスを更迭した鋤。その後 トレド

は、軍隊を再編成し、内陸部に進撃しようとしたが、ホアキン・デ・アレ

ドンド (JOaquin de Arredondo)率 いる王党軍がサン・フェルナンド・

デ・ベハルを取り戻すべく北上してきたため、両軍は対立した。結局、

1813年 8月 18日 に起きた「メディーナの戦い」(Batalla de Medina)で 遠

征隊は負け、1821年まで、テハスはアレドンドの支配下に置かれることと

なった。

グティエレスの反乱が原因で、テハスは多くの犠牲者と損害を被った。

加えて、「野蛮なインディオ」からの襲撃がさらに増加したこともあり、

1814年から1821年にかけて、テハスの治安および財政は悪化の一途をた

どった。近隣の地方に移住する住民や脱走兵は後を絶たず、テハスの状況

はますます悪化してしまったのである30。 この間、ルイジアナに亡命して

いたグテイエレスは、何度かテハス遠征を試みるが、全て失敗に終わって

しまう。米国では米英戦争や第一次セミノール戦争が起きていたため、十

分な支援を得て遠征隊を結成することは困難だったようである。結局テハ

スでは、1813年のグティエレスの反乱以降、大規模な反乱が起きることは

なく、1821年、メキシコの領土としてスペインから独立した。ヌエバ 。エ

スパーニャの反乱軍にとっても、米国人義勇兵にとっても、独立運動期テ

ハスは、それぞれの目的を遂行するための重要な活動拠点となりうる可能

性があった。しかし辺境地であるがゆえ、それぞれの活動を進めるために

も多大なる労力がかかり、活動の中心拠点となることは無かった。
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むすび

グティエレスとテハーノが中心となって結成したテハス地方暫定議会

が、米国人義勇兵の助けのもと起草した「1813年 4月 17日 テハス憲法」で

は、「テハス地方 (PrOvince Of Texas)は テハス州 (State of Texas)と改

め、メキシヨ共和国 (Republic of Mexico)の 不可侵の領土とする」と述

べられている (Garrett 1937:305)D。 彼は、東内陸諸地方の独立を目指

していたのだから、サン。フェルナンド・デ・ベハルを制した後、そこで

独立を宣言せずに、すぐにリオ・グランデまで進軍することも可能だった

はずである。実際、イダルゴと話し合ったとき、グテイエレスはリオ・グ

ランデまで進撃することで合意していたのである (GutiOrrez de Lara

1921:11)。 しかしそうせずにテハスで独立宣言をしたのは、反乱軍の半

分ほどを占める米国義勇兵を率いてリオ・グランデまで到達することに、

不安を感じていたからであろう
30。 そのため彼は、サン・フェルナンド・

デ・ベハルを制圧した後、そこでひとまず、「テハスがメキシコに帰属す

る」、つまり米国には帰属しない、という独立宣言をしたと思われる

(Guti6rrez de Lara 1921:10)。

この頃、アカプルコで反乱軍を率いていたモレーロスは、米国からの援

助によって独立が達成されるのであれば、テハスを米国に譲ってもいいと

考えていた (Rodriguez O.and Vincent 1997:20)。 彼にとつて北部辺境

地テハスは、ヌエバ 。エスパーニヤの一部でなければならないと思うほど

重要な地域ではなかったと思われる。一方、グテイエレスにとってテハス

は、ヌエバ 。エスパーニャの一部を構成する領土であった。

グティエレスは、反乱軍リーダーの中でも、米国に赴き、外国のヒトや

文化、思想に触れるという稀な体験をもった人物である。その彼がワシン

トンから戻ると、自国にも他国にもなりうる可能性を秘めた境界地域にお

いて、米国人義勇兵の助けを借りつつ独立運動を率いた。異文化との遅近

という一連のプロセスを通じて、グテイエレスのなかには、「メキシコ」

という国のイメージが培われると同時に、メキシコ人としての自己意識が
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芽生えていった。そしてこれと同時に、「我々の領域 (テハス)」 と「彼ら

の領域 (米国)」 に対する意識も先鋭化していつた結果、グテイエレスは

テハスにおいて、ヌエパ・エスパーニヤ史上初のメキシヨ独立を宣言した

といえよう。これは、境界地域で反乱軍を率いる上で、米国を意識せざる

をえなかったがゆえのことである。グテイエレスは、米国政府の愧儡など

ではなく、真にメキシコの独立を目指した反乱軍リーダーであった。

*本稿の執筆にあたっては、東京大学「グローバル・スタデイーズ・プログラ

ム (組織的若手研究者等海外派遣)」、および「日本アメリカ史学会研究支援

グラント」からの支援をいただいた。また、多くの方々から有益なコメント

をいただくことができた。この場をお借りして、深甚たる謝意を申し上げた

い 。

言主

1)こ こでは、米国領テキサスと区分するために、「テハス」というスペイン

語の読み方を使用する。

2)Sim6n de Herrera a Nemesio Salcedo,4 de enero de 1812,NA.

3)代 表的なものは、Henderson 1951:144.
4)当 時オニスはモンローに対 し、米国政府がテハスでの反乱を支援 してい

る、と抗議 しているが、モンローは、事実無根 としてその抗議を退けた

(Manning 1925 voL I:31-35)。

5)こ の時期モンローは、キューバで革命を起こす予定でいたトレドを支援し
ている。 Toledo a Jallnes Monroe,4 de enero de 1812,Filibustering Expedi‐

tion.

6) Diego Morphy a Claiborne,19 de octubre de 1812,AGN‐ ND,vol。 3.

7)Nemesio Salcedo a Manuel de Salcedo,3 de febrero de 1812,BA:Juan Ruiz

de Apodaca,19 de enero de 1818,AGN― IV,Caia 2425,Exp.12;Bernardino

ルlontero a Manuel de Salcedo,6 de abril de 1812,OG‐ Salcedo.

8)19世紀初期の背景については、二瓶 2010:38-39を 加筆修正した。
9) Manuel de Salcedo a Bernardo Bonavia,23 de abril de 1810,AGN― PI,201.

10)東内陸諸地方とは当時、ヌエボ・レオン、ヌエボ・サンタンデール、コア

ウイラ、テハスの4地域を軍事 。政治的に総統轄した区域。その都は、1812

年までチワワにあったが、1812年以降はモンテレイに移った。ここに駐在す
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る総司令官がこの区域全体の軍事 。政治を司った。もともとは、1765～ 1771

年、」osO de Gavezが ヌエバ 。エスパーニャを視察したさいに、首都メキシ

コ市から遠 く離れた北部の統治の効率化を図るために提唱した PrOvincias

lnternasに端を発する (Alessio Robles 1978:591)。

11)“Expediente,"5 de marzo de 1812 a 6 de abril de 1812,BA.

12)ト レドの父 Luis de Toledo y Licheは 、セビーヤ出身のスペイン人で、ハ

バナの海軍将校であった。 トレドは、スペインの Escuela NavJ de CAdizで

教育を受け、スペインとイギリスで兵役を務めた。TimOthy Palmer,“ Toledo

y Dubios,JosO Alvarez de,"」 磁″グみοθ力ぽrααs O″″″′(http://www.tshaon‐

line.org/handbook/online/ardcles/fto 10/ア クセス2011/11/5).

13)Diego 1/1orphy a ⅣIanuel de Salcedo,27 de febrero de 1812,NA.

14) 1√ anuel de Salcedo a Comandante de Trinidad,24 de febrero de 1812;

ⅣIanuel de Salcedo a Comandante de Nacogdoches,5 de rnarzo de 1812,BA.

15)こ れにより、サン・マルコスのような小さな村は、この時期壊滅に追い込

まれた (AImaraz 1971:157)。 インディオス・バルバロスの襲撃について

は、 R/1anuel de Salcedo a Viceroy9 10 de inarzo de 1812:Felipe de la Garza a

Manuel de Salcedo,21 de marzo de 1812;Josё  Ram6n Diaz de Bustalnante a

L〔 anuel de Salcedo,30 de abril de 1812,BA.

16)Manuel de salcedo a Nemesio Salcedo,27 de diciembre de 1810;Bernardo

A/1ontero a Manuel de Salcedo,12 de agosto de 1812,BA.

17)独立運動期、多くの連邦政府特別代理人が、シェラーと同じように大統領
と国務長官に雇われ、スペイン領アメリカに派遣された。史料に基づくと、

彼らの任務は、「諸外国との条約の交渉と締結、諸外国の政治 。社会状況に

関する情報収集と報告、戦争および紛争の調停、米国領事館の調査をするこ

と」であった。“HistOry,"DSADS,

18)William shaler to JameS MOnroe,March 23,1812;May 16,1813;July 12,

1812,DSADS.

19)」 osё Bernardo Guti6rrez al Coronel Shaler,18 de nlayo de 1813,DSADS

20)Toledo a coronel Shaler,10 de julio de 1913;William Shaler to JameS MOn¨

roe,NIlay 5,1812,DSADS.

21)遠征隊に加わった米国人義勇兵は、Sarnuel Kemper,Henry Perry,Rubin
Rossな ど。詳しくは“Relaci6n de los o■ ciales extrangeros al servicio de la

Repiblica Mexicana qo se han distinguido en las diferentes en la Provincia de

Texas'AGI‐Toledo。

22)William shaler to JameS MOnroe,June 12,1812,DSADS。 一方、副王軍の規
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模は最多のときで1200人程度。Gutierrez de Lara“ ProclaFna,"22 de abril de

1813,OG― Arredondo.

23)“Stipulations to be Entered into by a Certain Number of Volunteers,"Mis―

cenaneOus Letters.

24)William shaler to JameS MOnroe,Apri1 3,1813,DSADS.

25)最終的に遠征隊に加わったのは、Tonkawas、 Taobayases、 Tawakanas、
Lipanesであった (Hatcher 1903:226)。

26)Nemesio Salcedo a ⅣIanuel de Salcedo,1l de iulio de 1812,BA.

27)“ Don Diego Morphy en contestaci6n al mismo en fecha 21 octubre idem,"

AGN―ND,vol.3.

28)Manuel de salcedo,“ A las tropas vetnas y de milicos que guarnece en esta

provincia"7 dejulio de 1812,BA.

29)Bernardino Montero a Manuel de Salcedo,12 de agosto de 1812,NA.

30)Manuel de Salcedo al Virrey de Nueva Espaia,17 de agosto de 1812,BA.

31)Jose Bernardo Guti6rrez,l de septiernbre de 1812,BA.

32)」ose Maria Peia al COmandante de Armas y Villas de Mier y Camargo,15

de julio de 1812;“ Criminal de Ynfldencia,"17 de septiembre de 1812,BA.

33)当初はグティエレスとマギーが遠征隊の大佐を務めていたが、マギーの死
後、事実上グティエレス 1人が遠征隊を統率した。

34)Felix Calleia a Manuel de Salcedo,31 de marzo de 1813,NA.

35) “Proclama,"22 de abril de 1813,OG¨ Arredondo.

36)William shaler to」ameS MOnroe,May 7,1813,DSADS.

37)イ列えば Perez aJOSe」 oaquin ⅣIuios de Teran,diciembre de 1816:“ Lista de

los desertores"25 dejulio de 1817,BA.

38)独立運動初期、「メキシコ」というと、副王のいるメキシコ市を指すもの
であり、ヌエバ 。エスパーニャ全域を示す呼称はAmericaで ぁった (モ

レーロスの「国民の自覚」でも、「アメリカ」という名称がつかわれてい

る)。 これをAm6rica Me対 canaや Repiblica Me対 canaと いう名称で反乱軍

リーダーたちが呼び始めたのは、1813年からであり、その先陣を切ったのは

ホセ・アルバレス・デ・トレドだとされる (Avila Rueda 2011:40)。 しか

し、 トレドに先だって、グティエレスがReyno Mexican。 という呼称を使っ
ている。さらに、彼がワシントンに出向いたときの紀行文を検討すると、

「メキシコ」という呼称を初めて使ったのは、グティエレスではなく旅先で

知り合った米国人であったことがわかる (彼は、グティエレスに「メキシコ

から来た人と初めて会った」と言った。West 1928,ol.1:67)。 ヌエバ・エ
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スパーニャ全域を指す独立国家の名称として「メキシコ」を使用するように

なった起源は、ここにあるのかもしれない。

39)グ テイエレスは米国人義勇兵のことを「野心をもった」人びととしてお

り、彼 らを信頼 していなかったようである。また、テハス独立を宣言して以

降、遠征隊の中では、ノポイスパーノの義勇兵と米国人義勇兵の間で仲間割

れが起 き、ノボイスパーノたちが米国人を全員暗殺する計画が持ち上がった

という (Guti6rrez de Lara 1921:15-17)。
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出典 :Casi1lo Cttmm 2003:43.


